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「坂東地域加工業務用タマネギ栽培マニュアル」が完成しました

HP は
こちら

No.188

平成29年から栽培に取り組んでいる加工業務用タマネギの安定収

量確保に向け、普及センターでは令和元年度から調査研究活動を

行っています。これまでの調査から、当地域に適した品種を選定し

た他、栽培に適した土壌への改良や雑草防除の徹底が栽培のポイン

トであることがわかりました。実際の作業工程を取りまとめ、令和

３年３月に「坂東地域加工業務用タマネギ栽培マニュアル」を作成

しました。完成品は３月22日に行われた現地検討会で生産者に配布

し、実際にマニュアルを活用しながら、今後必要となる栽培管理等

について講習を行いました。

この栽培マニュアルでは上記の項目の他に、

機械化体系や、野菜、普通作それぞれのタマ

ネギを導入した経営事例についても紹介して

います。加工業務用タマネギ栽培に興味があ

る方は、ぜひ普及センターまでお問い合わせ

ください。

↑完成したマニュアル
←現地検討会の様子
（境地区）

アグリセミナーは、就農して概ね1～3年目程度の方を対象とした、農業の基礎を学ぶための講座で

す。講座の内容は、土づくりや病害虫防除・農薬適正使用の講義、先進農家への視察等を予定してい

ます。また新規就農者・若手農業者同士の意見交換の場になるよう進めます。

日程等の詳細が決まりましたら、本通信等でお知らせしますので、興味のある方、身近に新規就農

者がいる方は、普及センターにお問い合わせください！

今年度も坂東地域アグリセミナーを開催します！

令和2年度アグリセミナーの様子

グループワークの様子 農業機械安全使用講座 展示コーナー（病害虫講座）
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５月 土壌診断実施日のお知らせ
５月１２日（水）、２６日（水）の2回の予定です

・個人の農家の方が対象です。
・受け付けは前日まで可能ですが先着順となりますので、お早め

にお持ちください。電話等での予約は行っておりません。
・１回の診断で５０点までの分析となります。超えた場合には
次回の診断日となります。

・１人あたり５点以内の持ち込みでお願いします。

編集後記

ヒメトビウンカのイネ縞葉枯病ウイルス保毒虫率が高くなっています

イネ縞葉枯病とは、病源となるウイルスを保毒したヒメトビウンカが稲を吸汁することによって感

染・発病する病気で、一度発病したら治療できず、被害が大きい場合には減収します。イネ縞葉枯病の

被害を抑えるためには、ウイルスを保毒したヒメトビウンカの数を減らすことが重要です。

管内におけるヒメトビウンカの保毒虫率について（令和３年３月時点）

坂東普及センターでは、管内（古河市、坂

東市、五霞町、境町）の水田畦畔等からヒメ

トビウンカ越冬世代幼虫を採集し、イネ縞葉

枯ウイルスの保毒虫率を調査しました。

その結果、６地点中４地点で5％以上※の高

い値となりました（表１）。

イネ縞葉枯病の多発生を防ぐには、ヒメトビウンカを対象とした薬剤の育苗箱施用が有効です。ま

た、新規系統の育苗箱施用剤であるフルピリミン粒剤（例：リディア箱粒剤）やトリフルメゾピリム

を含む粒剤（主な商品名：ゼクサロンパディート箱粒剤）は、イネ縞葉枯病に対する防除効果が高い

ことが確認されています（茨城県農業総合センター農業研究所令和元年度及び令和２年度研究成果）。

前作においてIRACコード4Aの薬剤（イミダクロプリド等、例：アドマイヤーCR箱粒剤）の感受性

の低下が疑われた場合は、新規系統育苗箱施用剤を含めた別コードの薬剤を選択しましょう。

今年度新規採用職員として坂東地域農業

改良普及センターに赴任となりました畑木

駿祐と申します。まだわからないことだら

けですが、先輩方をはじめ様々な方に支え

られて成長していければと思っています。

よろしくお願いいたします。（畑木）
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表１ 各調査地点におけるイネ縞葉枯ウイルスの保毒虫率

ヒメトビウンカを対象とした薬剤の育苗箱施用を行いましょう

※農業研究所のマニュアルにおいて、育苗箱施用等によ
る薬剤防除を推奨する値

総和2) 三和3) 岩井2) 猿島3)

保毒虫率（％）1) 5.9 5.3 2.7 5.3 12.8 4.3 6.1

1) 簡易ELISAより検定 　

　 【古河市（総和地区）及び坂東市（岩井地区）は病害虫防除所調査、その他は普及センター調査】

2) 採集日：令和3年3月3,4,11日　検定日：令和3年3月9日　サンプル数：各地点188頭

3) 採集日：令和3年3月3,4,11日　検定日：令和3年3月29日　サンプル数：各地点94頭

調査地点 平均
古河市　 坂東市　

五霞町3) 境町3)

※参考資料の作成にあたっては、農薬使用基準に内容について細心の注意をはらっていますが、農薬を使用する方は必ず、
使用する前にはラベルを見て、対象作物、希釈倍数や使用量、使用時期、使用回数等を確認し、農薬の誤った使用を行わな
いようにしてください（令和３年３月26日登録確認）。


